
プライバシーポリシー

1.法令等の遵守について

㈱琵琶湖ホテル、㈱ホテル京阪、京都タワー㈱、㈱京都センチュリーホテル（以下、併せて「京阪グルー

プホテル」といいます。）は、個人情報の重要性を認識し、その保護の徹底を図ることでお客様からご満足

とご信頼をいただくために、個人情報保護に関する法令および社内規定類を遵守します。

2.利用目的について

京阪グループホテルでは、ご本人の事前のご同意をいただかない限り、利用目的の範囲内においてのみ、

個人情報を利用するものとします。ただし、法令の定めるところにより、ご本人の事前のご同意をいただ

くことなく、利用目的の範囲を超えて利用することがあります。

【個人情報の利用目的】

・お客様への商品・サービスの提供とそれらに附帯する諸対応

・当社およびグループ企業等の新商品、サービス、イベントや公募（キャンペーン）等に関する情報

のご案内、宣伝物・印刷物・電子メールのご送付（ただしお客さまから中止の意思表示があった場

合には速やかに中止いたします）

・お客さまからのご意見、ご要望などに基づくサービスの改善、新商品の開発

・経営分析の基礎データとしての活用、統計情報の作成

3. 第三者への提供について

事務局は、業務委託先へ預託する場合および合併その他の事由により事業の承継に伴って個人情報が提供

される場合を除き、原則として第三者へお客さまの個人情報の提供はおこないません。なお、次の各号に

定める場合には、ご本人の事前のご同意をいただくことなく、第三者に提供することがあります。

・法令に基づく場合

・人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であって、ご本人の同意を得ることが困難で

ある場合

・公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、ご本人の同意を

得ることが困難である場合

・国の機関若しくは地方公共団体またはその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して

協力する必要がある場合であって、ご本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそ

れがある場合 また、事務局は、次の各号に定める事項について、あらかじめご本人に通知し、またはご

本人が容易に知り得る状態に置いているときは、個人情報を第三者に提供することができるものとしま

す。

・第三者への提供を利用目的としていること

・第三者に提供される個人情報の項目

・第三者への提供の手段または方法

・ご本人の請求があれば当該ご本人が識別される個人情報の第三者への提供を停止すること



4. 共同利用について

京阪グループホテルでは、お客様に充実したより良いサービスをご提供するために京阪グループホテルお

よび京阪グループ各社との間で個人情報を共同利用いたします。（本共同利用の停止をご希望される場合は

共同利用の停止手続をとらせていただきます。）

①共同して利用する個人データの項目

お名前（ふりがな）・ご自宅住所・ご自宅電話番号・性別・生年月日・お勤め先名（ふりがな）・お勤め

先所属・役職・お勤め先住所・お勤め先電話番号・各種ご案内送付先・メールアドレス・メールニュー

ス要／不要・愛読新聞・喫煙／禁煙・ご結婚記念日・入会年月日・会員番号

②共同して利用する者の範囲

共同して利用する者の範囲：事務局、事務局を通じた京阪グループ各社、および京阪グループ各ホテル

（会社名は下記ホームページをご覧ください。）

京阪グループホームページ http://www.keihan.co.jp/corporate/corporateinfo/group

京阪グループホテルホームページ http://reserve.keihan.co.jp

③利用するものの利用目的

2.の利用目的と同じ

5. 預託に伴う監督について

京阪グループホテルは、業務を委託するために個人情報を第三者に預託する場合には、当該第三者につい

て必要かつ適切な監督をおこないます。

6. 開示等について

京阪グループホテルは、ご本人が自己の個人情報について開示、訂正、利用停止等をご希望される場合、

別に定める個人情報開示等細則に従い、合理的な範囲において、適切に対応します。

個人情報開示細則

個人情報の利用目的の通知、開示、訂正等、利用停止等（以下「開示等」という。）のご請求に際しては、

所定の請求書およびご本人確認のために必要な書類をご提出いただくとともに、所定の手数料をお支払い

いただきます。

1. ご請求に必要な書類について

1.個人情報開示等請求書

2.ご本人確認のためにご提出いただく書類として、下記書類のいずれか

(1)運転免許証

(2)旅券

(3)官公庁発行の写真入り身分証明書

(4)健康保険の被保険者証

(5)国民年金手帳

なお、1.の個人情報開示等請求書に実印を押印された場合には、上記書類のいずれかに代えて印鑑証明書

（原本）の添付でもかまいません。



2. 開示等の手数料について

「利用目的の通知」または「開示」を請求される場合は、1回の請求ごとに 500 円の手数料が必要です（な

お、「訂正等」または「利用停止等」を請求される場合、まず「開示」をご請求いただき、具体的に該当

する個人情報を特定していただくことになります）。

3. 開示の対象としない場合について

次の各号のいずれかに該当する場合、その全部または一部を開示いたしません。

1.ご本人または第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合

2.京阪グループホテルの業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合

3.他の法令に違反することとなる場合

4. 訂正等について

京阪グループホテルは、ご本人から、個人情報が事実でないという理由によって、個人情報の訂正、追加

または削除（以下「訂正等」という。）を求められた場合には、その内容の訂正等について他の法令の規

定により特別の手続が定められている場合を除き、利用目的の達成に必要な範囲内において、必要な調査

を行い、その結果に基づき、個人情報の訂正等を行います。

5. 利用停止等について

京阪ホテルグループは、下記の場合個人情報の利用停止等を行います。

①ご本人から、個人情報が利用目的以外の目的に利用されているという理由または偽りその他不正の手段

により取得されたものであるという理由によって、個人情報の利用の停止または消去（以下「利用停止

等」という。）を求められた場合であって、その求めに理由があることが判明したときは、違反を是正

するために必要な限度で個人情報の利用停止等を行います。ただし、利用停止等に多額の費用を要する

場合その他利用停止等を行うことが困難な場合であって、ご本人の権利利益を保護するため必要な代替

措置をとるときは、この限りではありません。

②別途公示する個人情報の共同利用の停止についてご本人様からお申し出があったときは、本共同利用を

停止させていただきます。


